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校 内 行 事 報 告

学 習発表会

卒 業祈祷週

卒 業式

今年度の卒業生たちは、学校正門の
シンボル的な樹であったもみの樹が
近年の猛暑で立ち枯れたため、ドイ
ツトウヒをプレゼントしてくれまし
た。その植樹式を卒業生たちと保護
者のみなさんと一緒に行いました。
一人ひとりの成長と共にこの樹も成

長し、子どもたちが学校に・教会に来てくれる時
にはこの樹を見上げるようになります。在校生
も、これから入学してくる子どもたちも、そして
教職員もこの樹の下で語ら
い、贈ってくれた卒業生た
ちを感謝をもって思い出す
大切な樹になりました。

卒 業記念品・ドイツトウヒ植樹式

3月15日(日)第77回卒業式を挙行し卒業生14名を礼拝をもって送り
出しました。卒業祈祷週と同様に「詩編23編1節」を卒業式のモット
ーとして掲げました。入学したのは2020年4月でした。しかしコロ
ナ禍真っただ中で、夏服を着て6月の入学式になりました。できな
い、叶わない、残念な思い、辛抱することの多い下級生の時期を過ご

しましたが、子どもたちはいつも神さまに祈り
求め、その時にできたこと、与えられたことに
感謝できるようになりました。心の傷みを知っ
ているので、周りの人の傷みに寄り添うことが
できるようにもなりました。心身共に神さまが
大きく成長させてくださいました。神様のご計
画の新しい道を歩み出した14名の卒業生たちが
これからも豊かに祝福されますようにお祈りし
ています。

卒 業生を送る会

今年度の学習の成果を保護者の方々にご覧いただく学
習発表会。終わった後の子どもたちの感想です。「たく
さんの人がいて驚いて緊張した。」と1年生。「家でた
くさんほめられてうれしかった。」と2年生。「失敗し
たこともあったけどやりきった！達成感あり！」と3
年生。上級生はプレゼンテーションの方法を自分たち
で考え、評価し合い改善し、担任はその自主性を尊重
し、備えました。保護者の皆さまが子どもたちの1年
間の学びのエッセンスをご覧になり、その成長を喜ん
でくださったことに感謝します。来年度に向けて大き
な一歩になりました。

恒例の5年生が企画・実施する「卒業生を送る会」。
学習発表会やまとめの学習が多くある短い３学期の
なか、のんびり過ごしている時間はないほど準備に
忙しかった５年生たちでした。お世話になった6年
生への感謝の思いを込めて、1月から飾りつけの準
備、6年生へのインタビュー、シナリオ作り、動画
編集、パワーポイントを使ったプログラム進行な
ど、計画的に一人ひとりが多岐にわたる役割を責任
をもって担い、協働して創り上げました。また1～5
年生が準備した感
謝 の プ ロ グ ラ ム
は、みんなのお手
本であり、あこが
れの6年生への「あ
りがとう」がいっ
ぱい詰まっていま
した。6年生は始め
から終わりまで感
動でたくさんの涙
を 流し てい ま し
た。

3月2～6日は卒業祈祷週で、総題は「14匹の小羊」。
テーマ聖句：詩編23編1節「主はわたしの羊飼い、わ
たしには何も欠けることがない。」を掲げました。「お
祈りはわたしのこれからの人生の支えです。」「共にい
てくださる神様はわたしに安心感を与えてくださいま
す。」「お祈りできることを喜び、これからも神様と共
に歩むことを大切にしていきたいです。」と語った14
名の子どもたちでした。お昼休みには「祈りの時間」
をもち、6年生
と下級生が祈り
合う姿が多く見
られ、祈りに包
まれた特別な１
週間になりまし
た。

３学期も皆様のお祈りに支えられ、無事に終えることができました。ご支援を感謝いたします。
４月６日まで春休みとなり、7日には新年度始業式、8日には入学式を挙行いたします。
2026年度もお祈りをもってお支えのほどよろしくお願いいたします。


